
竹
馬
産
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
竹
馬
準
之
助

神
戸
巾
生
田
区
元
町
辿
三
丁
目
四
五
三

屯
話
（
○
七
八
）
三
九
一
－
六
恥
ハ
丘
一

祈ｌ
神戸っ子

株
式
会
社
太
陽
神
戸
銀
行

信
一

町
流
六

八
一
○
一

取
締
役
頭
取
石
野

神
戸
市
生
田
区
浪
花

電
話
本
店
（
○
七
八
）
三
三
一
Ｉ

兵
庫
ト
ョ
タ
自
動
車
株
式
会
社

取
締
役
社
長
瀧
川
勝
二

神
戸
市
葺
合
区
磯
辺
通
四
丁
目
七
の
二
三

電
話
（
○
七
八
）
二
五
一
’
五
一
五
一

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
伽
排
㈱
本
社

代
表
取
締
餓
上
脇
忠
雄

社神
戸
市
生
田
区
多
聞
通
Ｋ
ｒ
Ⅱ
三

電
話
（
Ｃ
七
・
八
三
四
一
１
．
一
一
Ｌ
ハ
Ｌ
六

住
友
信
託
銀
行
神
戸
支
店

取
締
役
支
店
長
酒
井
督
介

神
戸
市
生
田
区
栄
町
辿
一
丁
Ｈ
二
番
地

厄
町
・
大
丸
西
向
い

電
話
一
○
七
八
）
三
二
一
－
一
一
三
一
（
大
代
表
）

日
本
香
料
薬
品
株
式
会
社

取
締
役
社
長
小
野
一
夫

神
戸
市
係
合
区
脇
浜
町
三
丁
目
三
の
二

危
話
（
○
七
八
）
二
二
一
’
一
九
七
五
㈹

4０

兵
庫
日
野
自
動
車
株
式
会
符

取
締
役
会
長
後
牒
末
二

伸
声
市
生
田
区
紺
峨
町
二
ｒ
Ⅱ
三
三

通
話
（
Ｕ
七
八
）
三
匠
一
’
二
二
八
一
大
代
表

ビ
オ
フ
ェ
ル
ミ
ン
製
薬
株
式
会
社

専
務
取
締
役
小
野
忠
雄

神
戸
市
長
田
区
二
番
町
二
丁
Ⅱ
一
僻
地

電
話
（
○
七
八
）
五
七
五
’
五
五
○
一
㈹

玉
井
商
船
株
式
会
社

取
締
役
社
長
玉
井
操

神
戸
市
生
田
区
明
打
町
川
四

道
話
（
Ｃ
七
八
）
三
三
一
’
一
六
○
一

小
泉
製
麻
株
式
会
社

取
締
役
社
長
小
泉
徳
一

伸
戸
巾
瀧
区
新
在
家
南
町
一
丁
目
こ
の
一

通
話
（
○
七
八
）
八
四
一
Ｉ
Ⅲ
一
四
一

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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式
会
社

ﾌf兄
神戸っ子

一
六
血
一
㈹

ウ
シ
オ
エ
業
株

近
藤
忠
商
事
株
式
会
社５吉

4１

二
五
一
’
八
庇

田
崎
真
珠
株
式
会
社

取
締
役
社
長
田
崎
俊
作

神
戸
市
葺
合
区
雄
塚
通
六
丁
目
三
’
一
○

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
’
三
三
二
一

弛
話
（
○
七
八
三
一
五
一

神
戸
簡
正
貿
唖
坊
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
出
Ｆ

神
戸
巾
獅
合
区
浜
辺
油
五
丁
Ⅱ
こ
の

取
締
役
社
便
牛
尾

取
締
役
社
長
打
野
成
明

神
戸
巾
生
川
区
栄
町
通
一
丁
目
八
の
二

巡
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
○
○
○
一
㈹

柏
井
紙
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
柏
井
健
一

神
戸
市
唯
川
Ⅸ
加
納
町
四
丁
目
一
悉
地

証
話
（
○
七
八
）
三
一
一
一
’
三
六
○
一

治堆
ＩＪ

Ｉ;ＩＨ

取
締
役
社
長
秋
田
博
正

閥
寓
市
久
保
町
二
の
一
多
聞
ビ
ル

通
話
（
Ｃ
し
九
八
）
二
二
’
二
七
○
一

正
興
産
業
株
式
会
社

石
野
証
券
株
式
会
社

光
印
刷
株
式
会
社

取
締
役
社
長
南
部
圭
三

西
宮
市
津
田
町
三
ｒ
Ⅲ
六

通
話
（
○
七
九
八
）
三
六
’
一
血
脈
一

角
南
商
事
株
式
会
社

取
締
役
社
長
角
南
猛
夫

神
戸
市
鎌
合
区
小
野
柄
辿
八
ｒ
Ⅱ
一
冊

三
宮
ビ
ル
８
Ｆ

通
話
（
○
七
八
）

神
戸
船
渠
工
業
株
式
会
社

取
締
役
社
授
通
井
新
吉

神
戸
市
兵
峨
区
西
出
町
三
二
九
悉
地

電
話
（
○
七
八
）
恥
ハ
し
一
二
三
○
一
脚

乾
汽
船
株
式
会
社

常
務
取
締
役
乾
英
文

神
戸
市
生
田
区
海
岸
遡
八
椿

通
話
（
○
上
八
）
三
三
一
’
三
三
六
六

代
表
取
締
役
近
藤
忠

神
戸
市
唯
田
Ⅸ
加
納
町
二
丁
Ⅲ

通
話
（
○
七
八
）
二
三
一
ｌ
叫
三
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っ子
アー
カイ
ブ
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泉

ﾈ兄
神戸っ二子

酒
島
文
工
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
島
田
文
六

神
戸
市
灘
区
岩
簾
中
町
四
丁
目
二
の
七

電
話
（
○
七
八
）
八
七
一
’
五
一
八
一

4２

株
式
会
社
健
乳
舎
牧
場

代
表
取
締
役
奥
和
夫

神
戸
市
兵
庫
区
塚
本
通
三
丁
目
十
一
の
八

電
話
本
社
（
○
七
八
）
五
七
五
’
○
○
八
一
㈹

神
戸
金
型
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
木
津
雅
敏

神
戸
市
長
田
区
束
尻
池
川
三
丁
目
一
’
五

電
話
（
○
七
八
）
六
八
一
’
一
二
二
一
㈹

株
式
会
社
大
窪
繊
工
所

代
表
取
締
役
大
窪
馨

神
戸
市
葺
合
区
脇
浜
町
三
丁
目
七
の
五

電
話
（
○
七
八
）
二
二
一
’
一
五
八
八
㈹

代
表
取
締
役
竹
田
剛
男

神
戸
市
兵
庫
区
出
在
家
町
一
二
五

電
話
（
○
七
八
）
六
七
一
’
六
○
二
一

取
締
役
副
社
厘

神
戸
州
兵

屯
話
（
○
上
両

関
西
貿
易
株
式
会
社

株
式
会
社

樽
本
産

取
締
役
社
長
寺
本
淳
巳

神
戸
市
生
田
区
相
生
町
二
神
戸
駅
稚
内

電
話
（
○
七
八
）
三
五
一
’
一
六
八
二

取
締
役
社
長
泉
仙
介

神
戸
市
東
灘
区
御
影
壕
町
一
丁
目
九
の
六

電
話
（
○
七
八
）
八
二
一
’
五
三
五
三

株
式
会
社
淡
路
屋

ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
明
日
を
つ
く
る

株
式
会
社
熊
田
工
務
店

諦
表
岬
締
認
熊
田
惟
夫

神
戸
市
葺
合
区
琴
緒
町
五
丁
目
二
の
二

協
和
ピ
ル
４
Ｆ
・
５
Ｆ

電
話
（
○
七
八
）
二
四
一
－
八
八
八
八
㈹

三
宮
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

森
本
倉
庫
株
式
会
社

取
締
役
社
長
森
本
禎
一
一

神
戸
市
郵
合
区
小
野
柄
迦
八
丁
目
一
番
地

（
三
宮
ビ
ル
事
業
部
）

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
’
九
三
八
一

造
業
株
式
会
社

樽
本
久

庫
区
川
崎
町
九
三

一
六
七
一
’
六
三
九
七

神戸
っ子
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カイ
ブ
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株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ア

取
締
役
社
長
坂
野
通
夫

神
戸
市
生
田
区
西
町
三
六
三
菱
信
託
銀

行
ピ
ル
８
Ｆ

電
話
（
○
七
八
）
三
二
一
’
○
三
四
五

ﾈ兄
神戸っ子

ニ
ッ
シ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
殿
酒
井
利
保

社神
戸
市
郵
合
区
生
田
町
一
の
一

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
’
六
○
一
一

ｈ

モ
ニ
ッ
ク
レ
ー
ス
株
式
△

ニ
ホ
ン
ロ
ー
ソ
ク
株
式
会
社

取
締
役
社
長
槌
橋
秀
一

神
戸
市
生
田
区
元
町
通
三
丁
目
一
一
両

電
話
（
○
七
八
）
三
三
一
’
七
一
六
一

株
式
会
社
パ
ー
ル

取
締
役
社
長
松
岡
賢
蔵

神
戸
市
生
田
区
加
納
町
二
丁
目
一
九

電
話
（
○
七
八
）
二
四
一
’
二
四
六
八

神
戸
市
葺
合
区
浜
辺
通
七
丁
目
一

電
話
（
○
七
八
）
一
定
一
川
達
恥

凸
版
印
刷
株
式
会
社

齢
醗
郵
錨
認
田
中
貞
司

大
阪
市
福
島
区
海
老
江
上
四
丁
目
二
三

電
話
（
○
六
）
四
五
八
’
二
二
五
一

オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
株
式
会
社

取
締
役
社
長
川
上
勉

神
戸
市
生
田
区
伊
藤
町
一
二
一

電
話
（
○
七
八
）
三
二
一
’
二
一
一
一

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド

取
締
役
社
長
畑
崎
慶
敏

神
戸
市
葺
合
区
八
幡
通
四
丁
目
一
一
五
の
一

巡
話
（
○
七
八
）
二
五
一
’
五
三
一
一

神
戸
地
下
街
株
式
会
社

代
表
取
締
役
宮
崎
辰
雄

神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
一
丁
目
一
番
地

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
四
○
二
四
㈹

4３

株
式
会
社
リ
ー
ベ

雑
表
取
締
羅
飯
田
守

神
戸
市
葺
合
区
磯
辺
通
一
丁
目
二

電
話
（
○
七
八
）
二
五
一
’
三
五
三
一

代
表
取
締
認
雨
宮
寛

社
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っ子
アー
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金
露
酒
造
株
式
会
社

代
表
取
締
犀
大
塚
和
三
郎

社神
戸
市
来
瀧
区
魚
崎
南
町
五
丁
Ⅱ
八
１
Ｗ
七

巡
話
（
Ｃ
七
八
〕
四
三
一
一
六
三
世
㈹

’
八
一
肺

取
締
役
社
長
嘉
納
毅
六

神
戸
市
東
灘
区
御
影
本
町
一
丁
目
じ
の
一
流

巡
話
（
○
七
八
）
八
五
一
’
○
○
○
一

再
八
八

4４

神
戸
市
葺
合
区
生
田
町
二
丁
目
四

脆
話
（
○
七
八
）
二
四
一
’
八

神
戸
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
山
ド
ー
駿
児

株
式
会
社
兵
庫
相
互
銀
行

取
締
役
社
長
長
谷
川
寛
雄

神
戸
巾
生
田
区
三
宮
町
一
ｒ
Ｈ
六
五

咽
話
（
○
七
八
）
三
一
一
一
一
’
八
一
㎡
一

電
話
（
○
七
八
）
二
五
一

有
限
会
社

ク
レ
セ
ン
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役
王
柏
林

神
戸
市
生
田
区
下
山
手
通
三
丁
目
八
の
九

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
四
四
四
一
㈹

神
戸
市
蔀
合
区
御
幸
通
四
丁
目
八
釣

鯉
麟
麦
酒
株
式
会
社
神
戸
支
店

支
店
長
松
下
親
次

株
式
会
社
マ
ッ
ダ
オ
ー
ト
兵
庫

取
締
役
社
長
橋
本
重
雄

神
戸
市
兵
庫
区
潅
町
三
丁
目
三

巡
話
（
○
七
八
）
五
七
六
ｌ
価
○
六
一

菊
正
宗
酒
造
株
式
会
社

ﾈ兄
神戸っ子

不
妊
・
雌
妊
ク
リ
ニ
ソ
ク

ワ
、
ン
オ
産
婦
人
科
診
療
室

宅
提
鷲
尾
隆

神
戸
市
生
田
区
元
町
通
一
丁
目
二
Ｕ
の
七

打
原
ビ
ル

電
話
（
Ｃ
七
八
）
三
九
一
１
１
Ⅱ
九
一
九

株
式
会
社
神
戸
日
建

取
締
役
社
長
小
野
原
啓
次

神
戸
市
排
合
区
御
幸
辿
三
の
一

芯
話
（
○
七
八
）
二
互
一
’
三
江
二
五

兵
庫
ボ
ル
ト
産
業
株
式
会
社

銃
表
取
締
認
中
野
賢
治

神
戸
市
長
田
区
梅
ヶ
香
町
二
丁
目
七
の
五

電
話
（
○
七
八
）
六
七
一
’
四
八
八
七
〜
九
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｡ Ｊも

雛
祭
り
と
い
え
ば
、
人
々
は
十
五
人

揃
い
の
雛
段
を
連
想
す
る
。
そ
し
て
あ

の
豪
華
ケ
ン
ラ
ン
た
る
段
飾
り
に
幻
惑

さ
れ
て
、
つ
つ
ま
し
く
も
心
豊
か
な
雛

祭
り
の
あ
っ
た
こ
と
を
、
忘
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

私
が
郷
土
雛
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
は

じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
そ
れ
ほ

ど
深
い
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な

い
。
戦
後
世
の
中
が
落
ち
着
い
て
、
ｎ

山
を
旅
行
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た

時
、
押
入
れ
の
片
隅
か
ら
見
つ
け
だ
し

た
天
神
人
形
に
、
曽
て
抱
い
た
郷
土
玩

具
へ
の
興
味
を
よ
び
も
ど
さ
れ
た
こ
と

が
、
直
接
の
動
機
と
い
え
ば
い
え
る
。

橋
本
武

八
私
立
涯
荷
等
差
溌
頭
Ｖ

雛
祭
り

随
想

三
題

岨『

饗

< 白天神雛／橋本武氏所蔵〉

郷
土
人
形
の
生
産
目
的
が
、
初
節
供

の
雛
段
飾
り
に
集
中
し
て
い
る
せ
い
も

あ
っ
て
、
郷
土
雛
は
割
に
集
め
や
す
い

は
ず
の
も
の
な
の
だ
が
、
全
国
的
に
見

る
と
、
農
村
地
帯
で
の
雛
祭
り
に
は
、

男
女
雛
の
飾
ら
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ
稀

で
、
一
般
に
天
神
雛
が
幅
を
利
か
せ
て

お
り
、
作
品
に
も
秀
抜
な
も
の
が
数
多

く
見
ら
れ
る
。

出
雲
地
方
に
〃
白
天
神
″
と
い
う
立

派
な
天
神
雛
が
あ
る
。
久
し
い
以
前
か

ら
廃
絶
し
て
、
収
集
仲
間
の
垂
挺
の
的

で
あ
り
、
幻
の
人
形
の
よ
う
に
思
わ
れ

て
い
た
。
た
ま
た
ま
春
休
み
の
旅
行
で

出
雲
へ
行
く
こ
と
に
な
り
、
親
し
く
し

て
い
る
卒
業
生
の
紹
介
で
、
天
神
飾
り

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
私
と
同
年
の
素

封
家
の
お
宅
で
あ
っ
た
が
、
掃
除
の
行

届
い
た
奥
座
吸
の
、
明
る
い
障
子
の
光

り
を
う
け
た
十
体
ば
か
り
の
天
神
に

は
、
落
ち
つ
い
た
す
が
す
が
し
さ
が
あ

り
、
静
か
な
農
村
の
空
気
に
よ
く
マ
ッ

チ
し
て
い
た
。

こ
の
天
神
雛
は
、
男
女
児
と
も
に
初

騨鱗Ｉｉチ

私設人形館「青蛙館」での橋本先生

節
供
の
祝
い
も
の
と
さ
れ
、
男
児
の
場

合
に
は
張
子
の
馬
、
女
児
の
場
合
に
は

女
雛
を
添
え
る
の
だ
と
も
聞
い
た
が
、

女
雛
と
の
共
飾
り
は
実
際
に
は
見
て
い

た
い
。
張
子
馬
は
台
車
と
も
に
三
十
セ

ン
チ
ほ
ど
も
あ
る
立
派
な
も
の
で
、
台

車
に
仕
掛
け
が
あ
っ
て
、
曳
く
と
ピ
ン

ピ
ン
と
音
を
立
て
、
首
を
上
下
に
振
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
子
供
の

慰
み
に
な
っ
て
こ
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
私
が
入
手
で
き
た
よ
う
な
、
完
全

な
姿
で
残
っ
て
い
る
の
は
極
め
て
少
な

い
。、

天
神
は
出
雲
独
特
の
も
の
で
、
松

江
か
ら
米
子
あ
た
り
へ
い
く
と
赤
も
の

に
な
っ
て
し
ま
う
。
十
年
ほ
ど
前
に
、

倉
吉
製
の
赤
天
神
が
二
百
個
ほ
ど
も
雛

市
で
売
ら
れ
た
こ
と
を
聞
い
た
が
、
天

神
雛
の
泥
く
さ
い
素
朴
な
美
し
さ
は
、

ふ
る
さ
と
を
失
っ
た
都
会
の
収
集
家
を

喜
ば
せ
は
し
て
も
、
逆
に
都
合
風
に
染

ま
り
つ
つ
あ
る
土
地
の
人
の
興
味
と
関

心
を
失
い
つ
つ
あ
る
。

地
方
色
豊
か
な
手
作
り
の
郷
土
雛
、

た
と
え
ば
鹿
児
島
の
糸
雛
、
壱
岐
や
甘

木
の
八
朔
雛
、
鳥
取
の
田
舎
雛
の
た
ぐ

い
は
、
好
事
家
の
好
寄
心
を
満
た
す
た

め
だ
け
に
復
元
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
い

も
ぢ
が
せ

い
。
鳥
取
の
市
中
や
用
瀬
に
残
る
流
し

難
の
風
習
も
、
季
節
に
な
れ
ば
一
一
ユ
ー

ス
写
真
な
ど
で
月
に
す
る
こ
と
も
多
い

が
、
演
出
臭
の
強
い
の
は
ど
う
も
い
た

だ
き
か
ね
る
。

も
う
だ
い
ぶ
ん
以
前
の
こ
と
に
な
る

’
4５
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繕
心
と
口
と

行
い
と
い
の
ち

菅
野
聖
子

〈
画
家
〉

が
、
春
の
旅
行
で
泊
り
合
わ
せ
た
紀
州

路
の
民
家
で
、
薄
光
の
居
間
の
用
箪
笥

の
上
に
士
の
女
雛
を
一
体
だ
け
飾
り
、

そ
れ
に
菜
の
花
が
供
え
て
あ
っ
た
の
を

見
た
と
き
の
深
い
感
動
を
、
私
は
い
ま

だ
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

見
る
か
ら
に
活
気
に
み
ち
た
最
初
の

出
会
い
。

硝
子
の
シ
ョ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
へ
だ
て

て
、
雪
の
日
の
キ
ス
ゴ
ッ
コ
・

紙
粘
土
で
つ
く
っ
た
金
平
糖
の
エ
ン

ゲ
ー
ジ
リ
ン
グ
。

ベ
ゴ
ニ
ヤ
の
花
が
右
の
耳
を
か
ざ

る
。
黄
色
い
ト
マ
ト
の
花
が
左
の
耳
で

は
じ
ら
う
。

麻
ヒ
モ
と
ボ
ー
ル
紙
で
つ
く
っ
た
、

ぞ
う
り
を
は
い
て
、

「
四
丁
目
の
角
ま
で
行
っ
て
こ
い
」

「
パ
ン
ヤ
の
角
ま
で
行
っ
て
こ
い
」

小
雪
の
道
を
ひ
た
走
る
。

「
あ
た
し
、
大
き
く
な
っ
た
ら
、
ハ
イ

ド
ン
の
お
嫁
さ
ん
。
ハ
イ
ド
ン
の
お
嫁

さ
ん
。
ハ
イ
ド
ン
の
・
・
・
…
」

プ
リ
プ
リ
プ
リ
イ
ッ
。

１
４６

１

調
子
が
良
す
ぎ
た
。
あ
ま
り
に
も
。

正
六
角
形
の
対
称
が
何
百
万
。

ド
ア
し
め
て
。
鍵
し
め
て
。

バ
チ
ャ
ン
と
し
て
。

切
り
落
し
た
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
も
ょ
う

を
数
え
た
。

「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
？
」

「
ピ
ッ
タ
カ
ピ
ッ
タ
カ

プ
リ
プ
リ
プ
リ
イ
ッ
」

「
あ
ま
い
よ
。

あ
ま
い
よ
う
。
カ
ナ
リ
ヤ
の
羽
」

「
ね
。
お
ぼ
え
た
の
？
お
ぼ
え
な
い

の
」「

だ
い
た
い
お
ぼ
え
た
」

「
き
よ
う
、
う
ち
わ
の
よ
う
な
葉
っ
ぱ

作
っ
た
の
」

「
い
ち
ょ
う
で
し
よ
？
」

「
開
い
て
み
た
ら
ち
よ
う
ち
よ
」

「
も
ひ
と
つ
つ
く
り
た
い
」

「
も
う
出
来
た
い
」

「
走
れ
″
走
れ
″
」

マ
フ
コ
の
左
手
に
ひ
も
を
む
す
ぶ
。

「
チ
ョ
ビ
チ
ョ
ビ
あ
る
い
て
も
い
い
の

よ
」引

き
合
っ
て
。
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
。

正
六
角
形
の
対
称
が
何
百
万
。

「
こ
っ
ち
の
レ
ン
ゲ
が
き
れ
い
」

「
こ
っ
ち
の
レ
ン
ゲ
が
き
れ
い
」

近
づ
い
て
く
る
、
も
え
る
よ
う
な
菜

の
花
畑
。

無
数
の
線
の
中
に
呼
び
お
こ
そ
う
と

し
て
い
る
。

追
い
か
け
た
ら
逃
げ
て
し
ま
う
。

ひ
と
吹
き
の
い
の
ち
。

青
木
重
雄

Ａ
白
鶴
美
術
館
Ｖ

昨
秋
明
石
・
千
尋
窯
の
小
倉
尋
冨
さ

ん
ら
と
共
に
台
湾
へ
行
っ
た
目
的
は
、

む
ろ
ん
故
宮
博
物
院
は
じ
め
国
立
歴
史

博
物
院
、
中
華
博
物
館
（
私
立
）
な
ど

の
美
術
館
や
地
元
の
諸
窯
を
見
学
す
る

た
め
だ
っ
た
が
、
着
い
て
み
て
そ
の
自

故
宮
博
物
院
と

花
時
計

「
一
丁
目
の
ベ
ン
チ
で
蝉
が
鳴
く
」

「
俺
は
六
丁
目
の
停
留
所
」

「
切
符
あ
げ
る
」

「
あ
つ
・
逃
げ
ち
ゃ
っ
た
。
逃
げ
た
」

「
蝉
の
馬
鹿
」

「
ア
ブ
ラ
一
匹
。
ク
マ
一
匹
。
ニ
ィ
ニ

イ
一
匹
」

「
ど
う
し
て
く
れ
る
の
ふ
ら
れ
役
」

と
ど
の
つ
ま
り
は
指
く
ん
で
。

腕
で
つ
く
っ
た
Ｕ
字
形
。

し
ず
か
に
お
ろ
し
て
さ
よ
う
な
ら
。

と
た
ん
に
。

「
お
－
う
。

ジ
ニ
ジ
ー
ー
ジ
ィ
ニ
ィ
。
ジ
ニ
」

野
原
に
う
つ
っ
た
飛
行
機
の
影
、
捕

虫
網
で
つ
か
ま
え
た
。

「
四
丁
目
の
角
ま
で
行
っ
て
こ
い
」

小
雪
の
道
を
ひ
た
走
る
。

五
叉
路
に
立
っ
て
る
凹
而
鏡
。

明
白
な
事
実
と
、
謎
の
季
節
の
ひ
し

め
く
中
で
、
わ
た
し
は
今
生
ま
れ
た
の
。
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次
ぎ
に
私
は
台
北
の
陽
明
山
陽
明
公

園
（
山
岳
公
園
）
に
登
っ
て
み
て
、
こ

こ
の
清
明
な
自
然
の
美
し
さ
と
静
け
さ

に
、
前
に
も
言
っ
た
よ
う
に
完
全
に
心

を
奪
わ
れ
た
。
蒋
総
統
用
の
会
場
を
取

り
巻
く
公
園
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
黄
色

い
コ
ス
モ
ス
や
（
残
会
な
が
ら
名
不

明
）
真
っ
赤
な
花
々
が
咲
き
乱
れ
、
あ

ち
こ
ち
の
谷
間
で
は
小
滝
が
キ
ラ
リ
と

光
り
流
れ
落
ち
る
。
そ
れ
に
ゴ
ミ
や
紙

く
ず
の
な
い
こ
と
。
も
っ
と
も
「
十
元

（
約
七
十
円
）
の
罰
金
」
と
い
う
注
意

書
こ
そ
あ
っ
た
が
、
日
本
中
ほ
と
ん
ど

の
公
剛
や
山
々
に
座
挨
が
捨
て
ら
れ
て

然
の
美
し
さ
と
日
本
と
あ
ま
り
に
も
か

け
離
れ
た
静
か
な
各
地
の
た
た
ず
ま
い

に
ま
ず
驚
か
さ
れ
て
、
こ
う
し
た
、
い

わ
ば
Ⅱ
本
の
大
正
末
、
昭
和
初
期
に
も

似
た
い
く
ぶ
ん
の
ん
び
り
ム
ー
ド
が
ま

だ
近
隣
の
国
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
盾

に
じ
か
に
感
じ
た
だ
け
で
内
心
の
う
れ

し
さ
を
隠
す
こ
と
が
で
き
表
か
つ
た
。

故
宮
へ
さ
っ
そ
く
名
品
拝
見
と
出
か

け
た
が
、
無
数
に
並
ん
だ
絵
画
、
玉
、
陶

磁
、
青
銅
器
の
中
で
も
や
は
り
私
自
身

の
大
好
き
な
陶
磁
の
み
ご
と
さ
、
特
に

宋
代
の
青
磁
の
す
ば
ら
し
さ
に
あ
つ
と

息
を
呑
ん
で
我
を
忘
れ
た
。
か
れ
て
予

期
は
し
て
い
た
も
の
の
予
想
を
越
え
る

美
し
さ
に
中
国
青
磁
に
つ
い
て
の
認
識

を
再
び
改
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
反
省
さ
せ

ら
れ
た
。
小
山
冨
士
夫
氏
や
谷
川
徹
三

氏
な
ど
が
か
ね
て
激
賞
し
て
い
た
が
、

あ
の
北
宋
汝
官
窯
の
青
磁
器
の
冴
え
切

っ
た
淡
藍
色
の
美
し
さ
は
、
全
く
神
秘

的
な
ト
ー
ン
に
あ
ふ
れ
た
名
工
の
至
芸

の
結
晶
と
い
え
る
。
鉄
軸
と
還
元
炎
と

陶
工
の
執
念
が
生
ん
だ
絶
妙
の
神
品
で

あ
る
。
わ
が
国
に
も
二
点
ほ
ど
将
来
さ

れ
て
い
る
が
、
世
界
に
残
る
三
十
余
点

の
う
ち
の
二
十
三
点
が
故
宮
に
集
ま
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
世
界
陶
磁
の
誇
り

と
呼
ば
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
漢
代

以
来
の
中
国
の
政
治
史
の
巾
で
も
こ
れ

ほ
ど
の
逸
作
は
他
に
求
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
を
如
実
に
味
わ
う
こ
と
が
で

き
た
だ
け
で
、
台
湾
行
き
の
成
果
は
八

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
果
た
さ
れ
た
も
同
然

だ
っ
た
。
青
銅
器
群
の
各
種
各
様
の
陳

列
ぶ
り
も
印
象
的
だ
っ
た
が
、
私
の
勤

務
す
る
白
鶴
美
術
館
の
緑
青
の
す
ば
ら

し
い
百
余
点
の
緒
姉
を
見
慣
れ
て
い
る

だ
け
に
、
青
磁
ほ
ど
の
感
嘆
の
念
は
起

こ
ら
な
か
っ
た
。

汝
青
磁
得
て
何
も
い
う
こ
と
を
し

秋
の
院

孔子廟での筆者

秋
雨
い
ま
ひ
そ
か
に
過
ぎ
り
花

時
計

最
後
に
孔
子
廟
に
つ
い
て
一
言
触
れ

さ
せ
て
ほ
し
い
。
最
近
中
共
の
周
首
相

が
孔
子
の
思
想
は
ま
つ
殺
さ
れ
れ
ば
た

ら
ぬ
ｌ
と
い
っ
た
と
か
報
道
さ
れ
て

い
た
が
、
批
判
は
と
に
か
く
こ
の
廟
の

清
潔
な
た
た
ず
ま
い
、
廟
の
色
彩
の
美

し
さ
は
印
象
的
だ
っ
た
。
台
湾
に
は
極

彩
色
の
寺
院
は
他
に
い
く
つ
も
あ
る

が
、
屋
根
、
堂
廟
、
白
い
庭
、
細
い
参

拝
道
な
ど
が
織
り
な
す
桃
成
美
は
日
本

で
は
あ
ま
り
お
目
に
か
か
れ
な
い
や
は

り
異
国
風
の
寺
院
風
景
で
あ
る
。
た
だ
、

門
を
は
い
っ
た
通
路
に
沿
っ
て
大
陸
反

抗
へ
の
立
て
看
板
が
ず
ら
り
と
並
べ
ら

れ
て
い
る
の
を
見
て
、
「
戦
中
呼
称
」

の
現
実
に
引
き
戻
さ
れ
た
し
だ
い
だ
っ

た
。
タ
イ
ペ
イ
か
ら
淡
水
、
金
山
、
基

隆
へ
の
牧
歌
的
見
物
も
楽
し
か
っ
た
。

い
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
〃
文
明
国
〃

の
現
実
が
い
ま
さ
ら
悲
し
く
考
え
ら
れ

た
。
た
だ
一
つ
、
わ
が
神
戸
市
と
の
共

通
品
が
あ
っ
た
の
は
花
時
計
を
見
つ
け

た
こ
と
だ
。
市
役
所
横
の
も
の
よ
り
一

回
り
大
き
く
、
周
囲
に
水
を
た
た
え
た

帯
を
め
ぐ
ら
せ
た
こ
の
花
時
計
が
神
戸

の
も
の
よ
り
早
く
作
ら
れ
た
か
遅
か
っ

た
か
は
知
ら
な
い
が
、
こ
の
花
時
計
の

枇
に
立
ち
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
私
は
心

を
落
ち
つ
け
て
雄
大
を
山
上
公
園
の
美

し
さ
を
改
め
て
見
渡
し
て
い
た
。

１
４７

１
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回
あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と

コ
ー
ベ
・
カ
メ
リ
ア

ソ
サ
エ
テ
ィ

樽
本
清

く
コ
ー
ベ
・
カ
メ
リ
ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
紳
事
長
〉

私
た
ち
の
コ
ー
ベ
・
カ
メ
リ
ア
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
（
Ｋ
Ｃ
Ｓ
）
は
会
員
一
五
○

名
。
神
戸
阪
神
間
の
ツ
バ
キ
愛
好
者
を

中
心
に
、
北
は
秋
田
、
新
潟
か
ら
南
は

大
分
、
熊
本
ま
で
日
本
全
国
に
及
ん
で

い
ま
す
。
Ｋ
Ｃ
Ｓ
は
、
地
方
に
あ
り
左

が
ら
も
嵐
○
国
画
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
都
市
の
性
格
を
反
映
し

て
、
最
も
ナ
ウ
左
会
、
ユ
ニ
ー
ク
な
会

と
し
て
、
日
本
の
数
あ
る
ツ
バ
キ
愛
好

団
体
か
ら
一
目
お
か
れ
て
い
ま
す
。
中

国
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ

リ
ス
蕊
イ
タ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
な
ど
に
会
員
を
持
つ
の
は
Ｋ
Ｃ
Ｓ
の

’
4８

昨年秋のツバキ展で丹精のツバキをめでる

評
価
が
い
か
に
高
い
か
を
証
明
し
て
い

る
と
私
た
ち
は
う
ぬ
ぼ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
国
際
ツ
バ
キ
協
会
会
長
、
イ

タ
リ
ア
ッ
バ
キ
協
会
会
長
を
客
員
に
擁

し
、
神
戸
の
誇
る
生
け
花
芸
術
家
・
小

原
豊
雲
家
元
が
本
会
の
名
誉
顧
問
で
あ

る
こ
と
も
私
達
の
自
慢
の
タ
ネ
で
す
。

毎
年
三
月
末
か
四
月
第
一
週
の
士
、

日
曜
、
県
民
会
館
の
大
ホ
ー
ル
で
ツ
バ

キ
展
を
開
き
、
秋
は
、
会
員
同
志
の
親

交
を
深
め
る
の
に
重
点
を
置
い
た
秋
の

ツ
バ
キ
展
を
開
い
て
い
ま
す
。

女
性
会
員
の
多
い
た
め
か
、
華
や
か

で
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
す
。
ツ
バ

キ
の
話
が
い
つ
の
ま
に
や
ら
嫁
や
り
、

婿
と
り
に
発
展
？
す
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
す
。
春
の
ツ
バ
キ
展
は
花
も
多
く

バ
ラ
や
ボ
タ
ン
の
花
の
よ
う
な
ツ
バ
キ

を
み
て
「
こ
れ
ツ
バ
キ
で
す
か
」
と
驚

く
方
が
多
い
の
は
、
ち
ょ
っ
と
誇
ら
し

い
よ
う
な
気
持
と
、
ツ
バ
キ
の
花
を
あ

ま
り
に
も
ご
存
知
な
い
悲
し
さ
で
複
雑

な
気
持
に
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ツ
バ
キ
と
同
じ
ツ
バ
キ
科
に
属
す
る

サ
ザ
ン
カ
が
神
戸
の
市
花
に
選
ば
れ
た

の
も
、
う
れ
し
い
よ
う
な
悲
し
い
よ
う

な
、
う
れ
し
い
気
持
は
当
然
と
し
て
、

悲
し
い
の
に
は
ち
ょ
っ
と
ワ
ケ
あ
り
で

す
。
ま
ず
一
つ
に
は
、
宝
塚
市
が
神
戸

よ
り
数
年
早
く
サ
ザ
ン
カ
を
選
ん
だ
こ

と
で
、
後
陣
を
拝
し
て
い
る
よ
う
で
ケ

ッ
タ
く
そ
が
悪
い
。
さ
ら
に
は
、
六
甲

の
三
名
花
に
ツ
バ
キ
が
入
っ
て
い
な
が

ら
、
な
ぜ
ツ
バ
キ
を
選
ば
な
か
っ
た
の

か
と
、
本
当
に
く
や
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
日
本
の
生
ん
だ
花
木
の
女
王
は

世
界
的
に
み
て
も
サ
ザ
ン
カ
よ
り
は
ツ

バ
キ
で
し
ょ
う
。
欧
米
・
太
洋
州
で
は

も
の
す
ご
い
カ
メ
リ
ア
・
ブ
ー
ム
で
、
毎

年
新
花
が
続
々
と
誕
生
し
て
い
ま
す
。

黄
色
い
ツ
バ
キ
、
青
い
ツ
バ
キ
、
芳

香
を
放
つ
ツ
バ
キ
、
ツ
バ
キ
は
世
界
の

人
々
を
、
再
び
魅
惑
し
は
じ
め
て
い
ま

す
。私

た
ち
会
員
の
間
で
は
中
国
原
産
の

ト
ウ
ッ
バ
キ
を
愛
育
す
る
こ
と
が
一
つ

の
夢
で
、
そ
の
う
ち
の
幾
十
種
類
か
は

実
際
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｋ
Ｃ
Ｓ

の
会
長
・
安
藤
芳
顕
さ
ん
は
世
界
的
な

権
威
者
で
、
勢
い
Ｋ
Ｃ
Ｓ
は
日
本
の
ト

ウ
ッ
バ
キ
の
メ
ッ
カ
と
な
り
ま
し
た
。

茶
花
と
し
て
発
達
し
て
き
た
ワ
ピ
、

サ
ビ
の
花
・
ツ
バ
キ
も
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
な
マ
チ
属
○
切
両
で
は
夜
会
の

花
、
サ
ロ
ン
の
花
と
し
て
変
身
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
チ
ョ
ン
マ
ゲ
時

代
そ
の
ま
ま
の
ツ
バ
キ
を
否
定
し
な
い

ま
で
も
、
け
っ
し
て
満
足
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
洋
風
化
指
数
妬
１
の
民
○
国
画
で

独
り
、
ツ
バ
キ
だ
け
が
百
年
も
、
二
百

年
も
前
の
ま
ま
で
と
ど
ま
る
こ
と
は
、

風
土
が
許
さ
な
い
と
も
い
え
ま
す
。

と
も
か
く
Ｋ
Ｃ
Ｓ
は
、
け
っ
し
て
む

ず
か
し
い
こ
と
を
論
じ
る
会
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
ツ
バ
キ
を
な
か

だ
ち
に
、
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
む
会
で
す
。

い
か
が
で
す
、
あ
ま
た
も
旨
甘

Ｋ
Ｃ
Ｓ
／
，

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



4９

北 欧の銘菓
ユーハイムP コンフェクト
回本社．工鳩．熊内店神戸市葺合区熊内町１（市立美術館東陰）識2 2 1 - 1 1 6 4
回三宮センター街本店神戸三宮センター街（洋菓子･ 喫茶・レストラン）念3 3 1 - 2 4 2 1
■さんちか店、神戸大丸・そごう・阪急店、三越・元町店、神戸デパート内

欧風家具・婚礼家具

設計・創作

細良介商店
神戸市生田区三宮町３丁目大丸前ＴＥＬ神戸( 3 9 1 ) 3 7 3 7

（代表）

東京店･東急百貨店{薙繍潅淵懇親；
工場神戸市垂水区多聞町小束山９７５－３５

神戸木工センターＴＥＬ( 0 7 8 ) 7 0 6 - 5 9 1 3
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春
は
名
の
み
の
風
の
寒
さ
や
。

谷
の
鴬
歌
は
思
え
ど

時
に
あ
ら
ず
と
声
も
立
て
ず
。

時
に
あ
ら
ず
と
声
も
立
て
ず
。

「
足
長
き
少
女
に
習
う
早
券
譜
」
と
い
う
作
者
の
名
は

忘
れ
た
が
そ
ん
な
句
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
早
春
譜
」
の
作

詞
者
は
吉
丸
一
昌
。
作
曲
は
中
田
章
。
大
正
一
一
年
二
月

の
作
で
『
新
作
唱
歌
日
」
に
の
っ
て
い
る
。

吉
丸
一
昌
作
詞
の
『
新
作
唱
歌
』
は
全
十
冊
、
明
治
四

十
五
年
か
ら
大
正
三
年
ま
で
の
問
に
出
版
さ
れ
、
後
年
の

童
謡
運
動
の
先
駆
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も

こ
の
『
早
春
譜
』
は
、
梁
川
貞
作
曲
の
『
お
玉
じ
ゃ
く

し
』
と
と
も
に
務
名
で
、
今
で
も
小
学
鴫
歌
と
し
て
歌
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

早
春
譜

楠
本
憲
吉

□
れ
ん
さ
い
ず
い
そ
う
〈
最
終
回
〉

八
俳
人
Ｖ

え
・
旦
原
六

〈
行
動
美
術
協
会
々
員
〉

さ
て
、
二
月
四
日
の
立
春
を
過
ぎ
る
と
暦
の
上
で
は
も

う
春
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
は
ま
だ
ま
だ
こ
の
歌
ど
お

り
「
春
は
名
の
み
」
で
あ
っ
て
冬
の
真
最
中
を
思
わ
す
き

び
し
い
寒
さ
が
続
い
て
い
る
。

ｎ
本
人
の
古
い
考
え
方
は
、
暖
か
く
た
っ
た
か
ら
春
が

く
る
の
で
は
な
く
、
暦
の
上
で
春
が
来
る
か
ら
暖
か
く
な

る
の
で
あ
る
。
現
実
の
脚
然
よ
り
も
暦
尊
重
、
暦
優
先
の

生
活
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。

け
れ
ど
も
自
然
界
で
は
ひ
そ
か
に
春
の
陣
痛
が
始
ま
っ

て
い
る
。
ウ
メ
は
早
く
も
ひ
ら
き
始
め
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ

の
つ
ぼ
み
が
顔
を
出
す
。

そ
し
て
立
森
後
に
は
じ
め
て
や
っ
て
く
る
お
癖
さ
ん
が

「
春
一
番
」
で
あ
る
。
日
ま
し
に
つ
の
ろ
う
と
す
る
南
の

暖
気
と
、
い
つ
ま
で
も
川
坐
ろ
う
と
す
る
北
の
寒
気
と

が
、
Ⅱ
本
海
で
大
げ
ん
か
を
す
る
の
が
日
本
海
低
気
圧
で

ぐ

１
５０

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



か
こ
の
目
で
見
て
い
る
．
ｌ

私
の
剛
は
こ
の
保
久
良
さ
ん
の
大
変
な
信
荷
で
、
何
か

こ
と
が
あ
る
と
、
金
烏
山
の
中
腹
、
標
高
行
八
十
二
メ
ー

ト
ル
の
こ
の
神
社
へ
約
一
キ
ロ
の
山
道
を
歩
い
て
お
参
り

し
た
も
の
で
あ
る
。
私
が
出
征
中
は
毎
朝
五
時
に
起
き
て

私
の
武
運
長
久
を
祈
り
雨
の
Ⅱ
も
風
の
ｕ
も
参
り
続
け
て

く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

私
の
願
い
は
こ
の
神
社
の
境
内
に
隊
の
た
め
の
鎮
魂
の

句
碑
を
建
立
し
た
い
こ
と
で
あ
る
。
句
の
方
は
も
う
出
来

て
い
る
が
、
中
々
決
行
出
来
な
い
で
い
る
。
神
主
の
猿
丸

さ
ん
か
ら
も
内
諾
は
得
て
い
る
の
だ
が
、
物
理
的
な
理
由

で
足
踏
み
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

句
は
、

阪
急
沿
線
の
岡
本
に
は
山
漉
梅
林
が
あ
っ
て
、
梅
兄
客

に
脈
わ
っ
た
も
の
だ
が
、
次
第
に
枯
れ
て
い
つ
の
間
に
か

姿
を
消
し
、
宅
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
五
、
六
年

が
ピ
‐
〃
で
は
意
か
つ
た
か
’
、
そ
の
頃
、
私
は
小
学

生
で
、
岡
本
駅
前
で
「
灘
蔑
」
と
い
う
食
料
品
店
を
父
が

や
っ
て
お
り
、
食
堂
も
あ
っ
て
、
梅
見
頃
に
は
凄
く
混
雑

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
ど
う
い
う
わ
け
か
親
子
井
が

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
た
。

神
戸
の
早
赤
と
い
え
ば
私
は
す
ぐ
〃
山
火
事
″
を
思
い

出
す
。国

鉄
摂
津
本
山
駅
あ
た
り
か
ら
、
北
に
六
甲
山
を
見
る

と
、
黒
い
山
脈
の
中
腹
に
一
点
だ
け
ま
た
た
い
て
い
る
灯

が
見
え
る
に
違
い
ま
い
。
あ
れ
は
保
久
良
神
社
の
常
夜
燈

で
、
昔
か
ら
〃
雌
の
一
つ
火
″
と
い
っ
て
上
代
か
ら
航
路

標
識
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

昔
か
ら
地
元
の
氏
子
が
天
王
識
を
作
り
今
な
お
こ
の
火

を
絶
や
す
こ
と
な
く
灯
し
つ
づ
け
て
い
る
。

保
久
良
神
社
の
保
久
良
は
火
の
倉
を
あ
ら
わ
す
と
こ
ろ

か
ら
出
た
言
柴
で
、
ど
ん
な
激
し
い
山
火
事
に
襲
わ
れ
て

も
こ
の
保
久
良
神
社
だ
け
は
焼
け
な
い
と
い
う
信
仰
が
村

民
に
あ
っ
た
。

私
は
こ
の
保
久
良
神
社
の
氏
子
の
一
人
と
し
て
少
年
時

代
を
送
っ
た
の
で
あ
る
が
、
何
度
も
山
火
事
を
見
、
事

実
、
神
社
の
す
ぐ
裏
ま
で
火
が
迫
っ
て
き
た
こ
と
も
何
度

あ
る
。俳

句
に
「
日
脚
伸
び
る
と
」
と
い
う
季
語
が
あ
る
。
冬

至
を
す
ぎ
る
と
、
一
Ⅱ
に
畳
の
目
一
つ
づ
つ
日
脚
が
の
び

る
こ
と
を
い
っ
た
、
微
妙
左
感
覚
の
季
語
で
あ
る
。

Ⅱ
脚
仲
ぶ
今
年
為
す
こ
と
多
き
か
た

虚
子

で
あ
る
。

今
年
こ
そ
ぜ
ひ
決
行
の
年
で
あ
り
た
い
と
年
頭
に
念
じ

た
の
で
あ
る
が
き
て
ど
う
霞
る
こ
と
や
ら
’
・

山
眠
る
ｌ

と
い
え
ば
冬
の
季
語
。

春
は
「
山
笑
う
」
で
あ
る
。
六
叩
の
山
々
の
眠
り
が
鯉

め
て
微
笑
み
を
取
り
炭
す
頃
、
私
は
ひ
と
り
で
保
久
良
神

社
に
登
り
、
亡
き
母
の
魂
と
対
話
し
た
い
と
も
念
じ
て
い

る
。ふ

る
さ
と
の
山
と
隊
ｌ
月
並
み
表
取
り
合
せ
か
も
し

れ
な
い
が
…
…
。

私
は
母
を
思
い
、
母
を
忍
ん
だ
句
が
意
外
と
多
い
。

亡
き
ほ
い
ま
も
腸
め
る
如
し
干
大
根

秋
か
ぜ
の
山
脈
お
の
が
影
い
だ
く

１
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花
隈
の
屋
根
の
ド

ロ
ー
ず
い
そ
う

村
上
常
一
朗

戦
前
の
花
隈
と
い
う
と
こ
ろ
は
左
か
な
か
情
緒
の
あ
る

街
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
言
わ
ば
私
の
幼
年
時
代
の
思
い

出
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
父
華
岳
が
京
都
で
の
画
壇
生
活

を
断
ち
切
り
、
芦
屋
の
ア
ト
リ
エ
も
閉
じ
て
花
隈
に
帰
っ

た
の
は
、
昭
和
二
年
養
父
の
五
郎
兵
術
が
死
去
し
家
督
を

つ
い
だ
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
つ
ま
り
大
正

の
終
り
頃
の
私
た
ち
の
生
活
は
何
と
言
っ
て
も
京
都
が
大

部
分
で
時
々
、
芦
屋
と
花
隈
へ
泊
り
が
け
で
出
向
い
て
き

た
。
大
正
末
期
と
言
え
ば
、
美
術
品
の
経
済
的
価
値
が
高

ま
り
、
大
資
本
の
百
貨
店
は
競
っ
て
美
術
部
を
設
け
市
場

を
拡
大
さ
せ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
父
の
属
し
て
い
た
国

展
も
ま
さ
し
く
最
盛
期
で
あ
っ
て
、
大
正
十
四
年
に
は
第

１
５２

１

二
部
（
洋
画
）
を
設
け
会
員
と
し
て
梅
原
龍
三
郎
、
川
島
理

一
郎
ら
が
参
加
し
、
評
議
員
で
は
川
路
柳
虹
、
田
中
喜
作
、

福
原
信
三
が
名
を
つ
ら
ね
る
有
様
で
あ
っ
た
。
今
の
国
面

会
の
母
胎
で
あ
る
。

京
都
時
代
の
父
は
無
類
の
散
歩
ず
き
だ
っ
た
よ
う
だ
。

両
親
と
一
緒
に
街
を
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
い
た
記
憶
は
鮮
明
で

あ
る
。
し
か
し
最
後
は
新
京
極
の
秋
田
屋
で
絵
葉
書
を
買

っ
て
も
ら
っ
て
、
母
と
二
人
だ
け
先
に
帰
宅
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
母
か
ら
の
文
書
で
は
画
家
仲
間

の
交
際
が
拡
が
る
ば
か
り
で
、
勉
強
も
画
を
描
く
時
間
も

収
入
も
減
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
言
う
。
夜
の
野
っ
原
を

渡
っ
て
く
る
唄
声
が
夢
う
つ
つ
の
な
か
で
き
こ
え
る
。
甲 < 村上華岳の身帰の不動尊／石野貞雄氏所蔵＞
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た
こ
と
を
思
い
出
す
。
女
た
ち

帰
っ
て
虐
待
し
た
こ
と
か
ら
、

露
見
し
て
し
ま
っ
た
。
祖
父
も

で
も
な
か
っ
た
が
、
子
供
心
に

さ
そ
う
な
気
が
し
た
。

花
隈
の
屋
敷
は
紙
襖
や
板
戸

い
て
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
す
べ

て
養
父
の
命
で
父
が
拙
か
さ
れ

高
い
が
抑
揚
が
よ
く
き
い
た
声
で
あ
る
ｃ
そ
れ
は
父
の
う

た
う
常
盤
津
な
の
で
あ
っ
た
。
同
志
た
ち
と
の
談
論
風

発
、
そ
れ
は
波
光
や
紫
峰
や
麦
催
で
あ
ろ
う
が
上
気
謙
に

な
っ
て
い
た
父
は
、
ひ
と
し
き
り
に
母
に
ジ
ョ
ッ
ト
オ
や

ラ
フ
ァ
エ
ル
の
画
集
を
前
に
し
て
制
作
の
抱
負
を
夜
お
そ

く
ま
で
語
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

私
は
母
に
伴
わ
れ
て
京
都
か
ら
花
隈
や
芦
屋
に
よ
く
出

か
け
た
。
そ
の
当
時
は
東
海
道
線
も
ま
だ
蒸
気
機
関
車
で

京
都
か
ら
随
分
と
時
間
が
か
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
汽
車

の
な
か
で
信
玄
袋
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
手
作
り
の
弁
当
の

冷
え
切
っ
た
つ
め
た
さ
が
う
ま
か
っ
た
し
、
母
と
一
緒
に

の
る
人
力
瓶
が
た
の
し
か
っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。
花

隈
で
は
何
と
言
っ
て
も
初
孫
で
あ
っ
た
私
が
主
審
で
大
い

に
微
待
を
う
け
た
。
花
隈
の
屋
敷
は
さ
し
て
広
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
が
門
構
え
だ
け
は
昔
日
の
庄
屋
の
風
格
を
偲

、
、
、

ば
せ
た
。
前
庭
に
大
き
な
あ
ん
ず
の
木
が
あ
っ
て
季
節
に

は
美
し
い
花
を
咲
か
せ
た
。
身
軽
な
私
は
よ
く
木
登
り
を

し
て
、
た
く
み
に
屋
根
に
よ
じ
の
ぼ
っ
た
。
登
っ
た
り
、

乗
り
越
え
た
り
、
下
っ
た
り
す
る
屋
根
の
形
状
は
思
い
の

ほ
か
複
雑
で
位
置
の
見
当
を
狂
わ
せ
た
。
思
い
も
か
け
な

い
と
こ
ろ
に
空
間
が
出
現
す
る
。
確
め
る
と
そ
れ
が
平
素

親
し
ん
で
い
る
中
庭
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
屋
敷

の
周
朋
を
店
子
の
長
屋
が
と
り
ま
き
、
そ
こ
に
は
若
い
芸

者
さ
ん
ば
か
り
が
住
ん
で
い
た
。
だ
か
ら
屋
根
づ
た
い
に

彼
女
た
ち
の
二
階
の
窓
辺
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
あ
っ
た
。
驚
い
た
顔
付
で
「
華
需
先
生
の
坊
ち
ゃ
ん

や
」
と
言
っ
て
窓
越
し
に
彼
女
た
ち
の
部
屋
に
招
じ
入
れ

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
私
は
主
客
で
小
さ
ま
探

険
家
は
大
い
に
歓
待
を
う
け
た
。
鰻
頭
な
ど
を
御
馳
走
に

な
り
今
度
は
下
足
を
借
り
何
喰
わ
ぬ
顔
で
帰
館
す
る
の
で

あ
る
。
所
有
者
不
明
の
下
足
が
増
え
て
女
中
が
困
っ
て
い

を
華
岳
の
画
室
に
あ
て
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
養

父
は
堆
岳
の
膨
大
な
蔵
書
や
仮
張
り
や
大
き
左
絵
具
箱
、

ひ
と
か
か
え
も
あ
る
絵
具
皿
、
石
膏
像
な
ど
を
見
て
か
ら

は
口
を
閉
じ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
離
れ
屋
敷
は
無
用
と
た

り
物
価
の
役
し
か
果
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
華
岳
の
蔵

普
の
一
部
が
積
み
上
げ
ら
れ
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
そ
れ
を
手
に
と
り
な
が
ら
、
養
父
は
変
っ
て
ゆ
く
時

代
を
敏
感
に
盾
で
感
じ
と
り
、
素
直
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

養
父
が
死
去
す
る
と
父
は
直
ち
に
建
具
屋
を
呼
び
、
紙

襖
や
板
戸
を
取
替
え
、
ｎ
分
の
絵
を
一
切
合
切
、
見
事
に

焼
き
す
て
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
何
か
執
念
め
い
た
処
理

の
仕
方
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

（
一
九
七
四
・
二
・
二
・
兵
庫
県
北
摂
開
発
局
長
）

る
。
床
の
間
に
は
『
竹
薮
に
狸
』
が
長
い
間
か
か
っ
た
ま
ま

で
あ
っ
た
。
文
展
の
落
選
作
で
あ
っ
た
が
技
巧
の
熟
達
し

た
素
直
な
作
品
で
あ
っ
た
。
飾
り
つ
け
は
そ
れ
だ
け
で
は

な
か
っ
た
。
テ
ィ
ッ
ィ
ア
ノ
や
ポ
テ
ィ
チ
ェ
リ
、
ア
ン
ゼ

リ
コ
の
大
き
な
複
製
画
ま
で
が
か
け
ら
れ
た
。
養
父
は
そ

の
絵
を
指
差
し
な
が
ら
、
貝
殻
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
ヴ
ィ

ナ
ス
誕
生
や
受
胎
告
知
の
意
味
を
客
に
解
説
し
た
そ
う
で

あ
る
。
養
父
は
庭
の
一
部
に
離
れ
屋
敷
を
増
築
し
、
そ
こ

そ
れ
は
養
父
の
自
慢
の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ

の
飼
っ
て
い
る
猫
を
つ
れ

こ
の
私
の
小
さ
な
探
険
は

父
母
も
別
に
と
が
め
る
風

も
や
は
り
や
め
た
方
が
よ

の
至
る
と
こ
ろ
に
絵
が
か

て
華
麗
な
花
鳥
画
で
あ
っ

た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に

’
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